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論文内容要旨
 イワオウギ属の分類体系及びイワオウギ属とその近縁属との関係を検討するため,果実,托
 葉及び葉の形態などのこれまでこのグループの分類で使われていた形質を再検討し,さらに,
 花弁や雌蕊などの花の形態,花粉の形態及び葉の解剖学的形質について新たに研究した。調べ
 た形質のうちで果実と子房の形及び柄の長さ,旗弁の形,龍骨弁の形と爪の長さはイワオウギ
 連の属または属内のグループの間で明らかな差を示し,分類形質として有用である。また,翼
 弁は旗弁と龍骨弁の半分以下の大きさであることが多くの種で見られるが,しかし,他の形質
 との関連性は見られない。花粉は3溝粒で網状紋が最も多くの種で観察できる。しかし,発芽
 装置の形には3溝孔粒と類3溝孔粒とが見られ,その違いは主に発芽装置周辺の内層の厚さの
 差によることが明らかとなった。小葉の側脈の維管束鞘延長部の有無や表面細胞の形を比較し
 たところ特にイワオウギ属sect.Gamotio11に属するsubsectionの問で明かな差が見いだされ
 た。この形質は,subsectiOI1の分類に重要な形質であると判断出来る。一方,茎から葉柄まで
 の維管束系はイワオウギ連の分類群の問で明かな差は見られなかった。しかし,S惚oh解属
 とイワオウギ属subgenusHedysarumでは葉跡の数がマメ科で最も一般的な3であるが,
 乃∂召7η劾η属とイワオウギ属subgenusHeterolomaではそれぞれ4と5で,差があることが
 分かった。
 以上のような分類形質の研究結果に基づいてまずイワオウギ連の属間の関係を再検討した。
 、41hαgガ属は最近のマメ科の分類体系ではGalegeae連に分類されているが,イワオウギ連の
 E泥矧n8n痂θ属と近縁であり,イワオウギ連に再分類する。確かに果実,雄蕊及び花粉の形態
 などからイワオウギ連の中ではGalegeae連に最も近縁な属と思われる。、41加g1属とE∂8πs一
 躍n,吻属は果実の節が不明瞭で,多くの種子をもつことから近縁な属であると思われる。
 Ono伽6h/s属とE加n粥属は明確な節黒を持たず,種子は少数である。これらに比べS!,ηohの'θ
 属,乃%解物η属及びイワオウギ属は明らかな節果であり,大体2～5個の種子をもつため相
 互により近縁であると思われる。S'1ηoh解属はE8めsθη撒属のsect.Gamotionと外部形態
 上の類似点が多く,類縁関係がみられる。7初θ規ガ8襯属は子房の柄が長いこと,旗弁がそり返
 らないこと,そして葉跡が3でないことの特徴をもつためイワオウギ属subgen.Heteroloma
 により近い関係にあると考えられる。したがって,S惚6加盟属と7加θη2勿η属とをイワオウ
 ギ属に含めることができる。これらは花や花粉の形態では動石斛照nフ2彪属にも共通性がある。
 また,Co,窺hm吻nゴ70,2属はイワオウギ属のsubgen.Heterolomaと区別が出来ないため,イワ
 オウギ属に分類するのが妥当であると思われる。以上の結果イワオウギ連は新たに6属から構
 成されることとなり,これを最新の分類体系(Polhill1981)と比較すると次のようになる。
 Po♂hf〃(1981)ノ1η8側5ツs!θ窺ρゾilz8',噛う召μ84ysθ7ε召召
TribeHedysareaeTribeHedysareae
GenusOnobrychisGenusOnobrychis
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GenusSartoria
GellUsEbenus
GellusStracheya
GenusHedysarum
GenusTaverniera
GenusEversmamlia
＼
GenusSartoria
GenusEbenus
GenusHedysarum
/
GenusEversmannia
TribeGalegeae
 Ge肌1sAlhagiGenusA王hagi
 次にイワオウギ属の分類体系について再検討した。イワオウギ属subgen.Hedysarumの中
 では,sect.Gamotiollの中に分類されたsubsect.Membranaceaは果実の形態と共に,花と花
 粉の形態及びその分布が他のsubsectionとは明らかに異なっている。このsubsectionは新し
 くsectionとして認められる。またsubsect.Obscuraは小葉の側脈の維管束鞘延長部の存在や
 果実の縫合線の形態で残り3つのsubsectiollSubacaulia,Multicaulia,Criniferaと差があるの
 に対して,3っのsubsectionの間ではこれまでそれらを区別してきた茎の発達や果実の表面模
 様以外の形態では差がない。したがって,subsect.Obscuraは新しくsectionとして,他の3っ
 のsubsectionを含むGamotionから独立させる。
 一方sect.Hedysammは分布,托葉と花粉の形でH厩γsα7'槻属の他種とは不連続的であり,
 subgellusとして区分すべきであると考えられる。
 以上の結果により,次のイワオウギ属の新たな分類体系を提案する。
 Anewsystemoftheκεめ,sα解規
 GenusHi畷ysαη二形L.
SubgellusHedysarumL.
SubgenusGamotioll(Basiner)ChoietOhashi
SectionObscuraFedtschenko
SectionStracheya(Bentham)ChoietOhashi
SectionGamotion(Basiner)ChoietOhashi
SubsectionSubacauliaBoissier
SubsectiollMulticauliaBoissier
SubsectiorlCriniferaBoissier
SectiollMembranaceaFedtschellko
SubgenusHeteroloma(Basiner)Fedtschenko
SectionHeteroloma(Basiner)Fedtschenko
SectionTavemiera(DC.)ChoietOhashi
 イワオウギ属の新しい分類'形質に基づいて東アジアの種類の分類学的研究を行い,15種を正し
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 い種として認めると共に,それらを上述の新分類体系に組み込み,各種間の関係と区別点を明
 らかにし,新しい検索表を考案した。この中では1つの新種と3つの新変種を発見し,記録し
 た。それらは∫f8め'sα耀フnごα07ゆ躍'!〃%ChoietOhashi,H.'h'oohア'03',ηHalld.一Mzt.var.
 オ8nz`fo側'εChoietOhashi,E.万s'凄`los3∫,nHand.一Mzt.var.06々`s功!1鰯zChoietOhashiそし
 て亙.∂齢oi42sTurcz.var.ohガn8nsθChoietOhashiである。また分類学的扱いに混乱が著し
 いH.〃麺。漉sグル～プについては種内分類群間の関係とその学名および分布域を次のように
 整理した。
 ∬8めノsαプκフn加。ぎ。才ゴεsTurcz.
 subsp.加認。ガ4召s・……・…・……・…・………・…………………………EastSiberia
 subsp.ノαρon1α粥z(Fedtsch.)ChoietOhashi
 var,メ砂。η162槻…・………・…・■……・……・Japan,N.KoreaandS.Ussuri
 var.ohガ解2%s8ChoietOhashi・………一一・…一一・……・………・・一・…一China
 var.!吻8ガ6齪(Hand.一Mzt.)LiuexChoietOhashi
China(Taipeishan)andS.E.Tibet
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 論文審査の結果の要旨
 崔乗煕提出の論文はマメ科植物の中で進化した群の1つと推定されるイワオウギ属の系統進
 化に関する未解決の問題を植物分類学,形態学,花粉学等の手法を用いて解明したものである。
 本研究の目的はイワオウギ属の分類体系を設立し,イワオウギ属とその近縁属の含まれるイ
 ワオウギ連の系統関係を解明し,東アジア産イワオウギ属の種類を分類整理することである。
 新形質として花,花粉粒及び葉の維管束系を開拓し,これを加えて多くの分類学的形質を検討
 した結果,イワオウギ連は新たに6属(Ono伽'01漉,Sの物毎,E勧2螂,漉めノsαη槻,E∂薦"瑠マー
 n如.、41hθgf)から構成されることを明らかにした。、41hogi属は最近のマメ科の分類体系では
 Galegeae連に分類されているが,果実の節が不明瞭で,多くの種子をもつことからE∂ε矧nαn一
 漉属と近縁であり,イワオウギ連に再分類する。S惚σhの・8属,π∂6規劾η属及びイワオウギ
 属は2～5個の種子を入れる節黒をもつため同属とする。また,Co纏hフη48n470n属はイワオウ
 ギ属のsubge11.Heterolomaと区別が出来ず,イワオウギ属に分類する。
 次に,イワオウギ属の分類体系を再検討し,次のような新分類体系を設立した。イワオウギ
 属をまず3亜属(Hedysarum,Gamotioll,Heteroloma)に分類した。このうちGamotio11亜
 属は4節(Obscura,Stracheya,GamotiQn,Membranacea)に分類され,その中のGamotion
 節は3亜節(Subacaulia,Multicaulia,Crinifera)に細分された。Heteroloma亜属は2節
 (Heteroloma,Tavemiera)に区分された。
 さらに,イワオウギ属の東アジアの種類の分類学的扱いに混乱が著しいため,本研究では新
 たに種問の区別点を明らかにし,新しい検索表を考案し,15種を認めると共に,1つの新種と
 3つの新変種を発見した。
 以上の研究成果はマメ科イワオウギ属及びその近縁属の分類及び系統関係の解明に関する全
 く新しい知見であり,植物分類学の発展に寄与するものである。これは著者が自立して研究活
 動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。よって崔乗煕提出の論文
 は理学博士の学位論文として合格と認める。
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